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　「
都
構
想
」の
細
か
い
こ
と
な
ん
て
、誰
も
よ
う
知
ら
ん
。し
か

も
、い
っ
た
ん
決
ま
っ
た
ら
、元
に
は
も
う
戻
ら
ん
。こ
れ
が
ア
カ

ン
か
っ
た
ら
、一
番
困
る
ん
は
、子
や
孫
。こ
ん
な
危
な
い
も
ん
、

反
対
し
と
か
ん
と
、ど
う
な
っ
て
も
知
ら
ん
で
ぇ
！

（※

共
同
通
信
の
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、住
民
投
票
に
、「
賛
成
」派
は
ほ
と
ん

ど「
行
く
」け
ど
、「
反
対
」派
は「
行
か
へ
ん
」ひ
と
が
多
い
。
だ
・
か
・
ら
、

反
対
や
っ
た
ら
、絶
対
、投
票
、行
か
な
ア
カ
ン
！
）

投
票
日
は
５
月
17
日（
日
）。

４
月　

日
か
ら
区
役
所
で
期
日
前

投
票
が
で
き
ま
す
。

棄
権
せ
ず
、必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

投
票
用
紙
に
は

「
反
対
」と
書
い

て
く
だ
さ
い
。
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皆さんの税金が 「都心」（キタやミナミ）
がさびれて、大阪が
「ダメ」になります。

年間「２２００億円」
奪われます。

「二重行政・解消」の
効果なんて、実際、
ほとんどありません。

　「都構想」が実現すれば、2200億円もの「み
なさんの税金」が毎年「府」に吸い上げられま
す。これまでみなさん（大阪市民）で 自由に使え
ていたお金です。その多くは「大阪府の借金返
済」に流用されます。借金は6.4兆円にまで膨ら
んでいるのです。それだけではありません。大阪
市域以外の道路・下水道などの整備にも使われる
他、大阪市の解体分割でかかる無駄な経費
（初期費600億円、毎年20億円）にも使われま
す。そのため金欠病となった現大阪市域で犠牲
になるのが、住民サービスです。水道料
金の値上げ、家庭ごみ収集の有料化、
保育料・保険料の値上げ、地下鉄の敬
老優待パスの廃止等…、は避けられ
ないでしょう。

　「都構想」が実現すれば「市役所」が解体さ
れ、分割されます。結果、行政は間違いなく大混
乱。「組織改編」のためにとんでもない時間と労
力を取られ、前向きなプロジェクトが何年もでき
なくなります。その上、「市の解体」を通して、
大阪は確実に「まちづくりの力」を失います。結
果、大阪都心は衰退し、核をなくした大阪全体が
どんどん「ダメ」になっていきます。今の子供た
ちが大人になっている頃、「あの頃の大阪はよ

かったらしいでぇ」
と言われるくら
いに、「本格的
にダメ」な街
になっていく
のです。

　「これが都構想の全てと言っても過言ありませ
ん」。昨年、現大阪市長がおっしゃっていた「二
重行政」解消効果。当初、それは年間「4000億
円」とも主張されていました。しかし、具体的な
議論と計算を通して、年々その額は減り続け、大
阪市役所が自ら行った推計によると、今や「年間
1億円」程度ということが明らかにされています
（注）。つまり、「二重行政・解消」は最初に言
われていた額に比べれば、ほとんど無いというこ
とが明らかになっているのです。わずか1億円の
ために、わざわざ大阪市を廃止し、600億円もの
初期費用と毎年20億円ものコストを払い、2200
億円もの財源が毎年「流用」されて大阪の街が
「ダメ」になるような「都構想」に賛成する必要
など、どこにもありません。

（注）『都構想協定書巡り対決　大阪市議会、公明・自民と橋下市長』
2014/10/23付け日本経済新聞
参考図書　『大阪都構想が日本を破壊する』（文春新書）著：藤井聡教授
（京都大学）、『いま一度考えたい　大阪市の廃止・分割』（公人の友
社）大阪の自治を考える研究会・編著、『大阪市解体それでいいのです
か？―大阪都構想 批判と対案―』（自治体研究社）著：冨田宏治教授（関
西大学）・森裕之教授（立命館大学）・梶哲教教授（大阪学院大学）・中
山徹教授（奈良女子大学）他

めっちゃ危ない「都構想」
「反対」しとかな、ほんまに「ヤバい」！

大阪市廃止・分割


